
◆NETIS登録番号は応募時点(R2.7.1)のものです。

1 バスク工法wide QS-180015-A 技術概要 1-2 発表資料 1-4

2
2液混合型けい酸塩系表面含浸
材CS-21ビルダー

CG-170009-A 技術概要 1-14 発表資料 1-16

3 独立ソーラー電源 KTK-170013-A 技術概要 1-27 発表資料 1-29

4 ピタットシート HK-190004-A 技術概要 1-35 発表資料 1-37

5
下部水密可動式無動力自動開閉
ゲート

HK-190010-A 技術概要 2-2 発表資料 2-4

6
土壌の簡易測定キット
OCTES(オクテス)

QS-190018-A 技術概要 2-14 — -

7 PRMSカラー工法 CG-190005-A 技術概要 2-16 発表資料 2-18

8
計測統合クラウドサービス
【K-Cloud】

KT-160109-A 技術概要 2-31 発表資料 2-33

9
ウォーター・ケーブル・バリ
アー

KT-200001-A 技術概要 2-37 発表資料 2-39

10 エコミックス KT-190121-A 技術概要 2-44 発表資料 2-46

11
ゲリラ豪雨対策雨水貯留型改良
土工法(SLX-T工法)

KT-200038-A 技術概要 3-2 発表資料 3-4

12
グリッドメタルを用いたRC部
材の補強工法

QS-150039-A 技術概要 3-8 発表資料 3-10

13
LPガスエンジン式フルパッ
ケージ型全自動発動発電装置
（非常用発電装置）

QS-200004-A 技術概要 3-28 発表資料 3-30

14 PAジョイント KK-160033-A 技術概要 4-2 発表資料 4-4

15
遮水シート一体化型ブロック
マット

KK-190004-A 技術概要 4-17 発表資料 4-19

16
丸太打設液状化対策&カーボン
ストック(LP-LiC)工法

KT-190054-A 技術概要 4-29 発表資料 4-31

17 ハイブリッド防潮堤 KTK-160017-A 技術概要 5-２ 発表資料 5-４

18 トリグリッド KT-110039-VE 技術概要 5-12 発表資料 5-14

19 道路劣化診断システム KT-200004-A 技術概要 5-29 — -

20
環境に優しい高耐久性結束バン
ド「ガルバロック」

KK-170053-A 技術概要 5-31 発表資料 5-33

【その4】に
掲載しています

【その5】に
掲載しています

掲載データ

令和２年度　新技術新工法説明会　プレゼンテーション資料
【佐賀会場】令和２年１２月２日

No 技術名 NETIS登録番号 資料
※発表資料がないものは公表されていません。

【その１】に
掲載しています

【その2】に
掲載しています

【その3】に
掲載しています

4-1



技術名称 PAジョイント 担当部署 商品開発課

NETIS登録番号 KK-160033-A 担当者 舟橋　慶

社名等 ジェイテック株式会社 電話番号 075-313-2600

技術の概要

４．技術の適用範囲
　適用橋種：ＰＣ橋、ＲＣ橋、鋼橋
　最大伸縮量：100mm以下
　標準遊間幅：130mm以下
　斜角：全角度　（拡幅などによる縦目地はＲＷタイプのみ）

　施工幅：260mm～530mm（伸縮量及び標準遊間幅による）

　施工厚：50mm（大型タイプ：70mm）
　活荷重による桁回転の段差量：最大20mm
　自然条件：強風、強雨、降雪時　以外
　現場条件：伸縮装置接合部の既設舗装が老朽化していないこと。

　国機関：      6　件　（九州　0　件　、九州以外　  6　件　）　
　自治体：　  30　件　（九州　0　件　、九州以外　30　件　）　
　民　 間：　    6　件　（九州　0　件　、九州以外　  6　件　）　

５．活用実績（2020年11月24日現在）

・従来のアスファルトプラグ式埋設型伸縮装置に比べ耐久性・耐流動性・耐摩耗性・
　すべり抵抗の優れた性能を持つ。
・特殊樹脂(ポリウレタン系合成樹脂)を用いるため、従来の水平方向の伸縮のみならず、
　360度全方向にも伸縮し、ある程度のねじれをも許容するため定性的に耐震性も向上す
　ると考えられる。
・不透水性の材料を「継ぎ目」なく伸縮部に充填することにより、遊間部からの漏水を
　完全に防ぎ、地覆部目地も車道と同じ施工が可能であり、車道部と同等以上の止水性を
　確保できる。
・幹線道路等の交通量の多い耐久性を要求される箇所にも設置可能。
・耐久性ゆえに、維持管理が容易になり、またライフサイクルコストの削減が可能。

PAジョイント®はMageba Austria社が開発した埋設型伸縮装置。
従来の埋設型伸縮装置は他のタイプに比べて静粛性に優れるものの、伸縮装置上部の合材が車
の通行による摩耗からわだち掘れが発生するなど、耐久性に難があり、橋梁の長寿命化に大き
く関与する止水性も不十分であった。

PAジョイント®は従来型埋設装置に比べて耐久性を大きく改善しており、流動による陥没・亀
裂などの発生を抑え、通行車両の安全を確保する。また、橋梁の長寿命化に大きく関与する止
水性も、特殊樹脂により100%を実現。
さらに、PAジョイント®の伸縮性能ゆえに従来型では対応困難だった、車道＋地覆、車道＋歩
道などを一体化施工により、さらに止水性を向上可能。
PAジョイント®の360度方向の伸縮性能ゆえに、拡幅等による縦目地にも対応可能のみならず、
地震時の振動にもある程度追従する。

技 術 概 要　

１．技術開発の背景及び契機

２．技術の内容

３．技術の効果
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ゴビマット™遮水型

ゴビマット™遮水型とは？

従来のゴビマット™の特徴である、優れた侵食防止効果と高い施工性はそのままに
フィルターシートに遮水機能を付与したブロックマットです。
遮水シート工事が不要となるため、コスト縮減および大幅な工期短縮が可能です。

【ゴビマット™遮水型のシートの品質規格：遮水シートＢの品質規格との対比】

項 目
規格値

(遮水シートB) 測定値 判 定 試験方法

止水材の性能
20（ml/sec）/（1.8m2）
以下*

18.3（延長方向重ね
代30cm）
16.2（横断方向重ね
代30cm）

ＯＫ
建設省土木研究所資料第3103号の
小型浸透試験による

引張り強さ 11.8N/mm2以上 16.2N/mm2 ＯＫ JIS L 1096

摩擦係数 0.8以上 0.85（砂質土）
0.96（粘性土） ＯＫ

平成４年度建設省告示第1324号に
基づく摩擦試験方法による

土木工事共通仕様書 表１－３ 止水材の品質規格より引用

＜優れた遮水性能＞
ゴビマット™遮水型のファイルターシートは、河川用遮水シートＢと同等の性能を有しております。
一般財団法人日本繊維製品品質技術センターによって証明されております。

＜ゴビマット™遮水型の活用効果＞
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遮水シート工

ゴビマット敷設工

当社比
10%縮減

当社比
37%短縮

フィルターシート

【 試験成績書 】

遮水シート工

ゴビマット®敷設工

遮水シート工

ゴビマット®敷設工

特許第5451919号取得

歩掛は、国土交通省土木工事積算基準ブロックマット工および
遮水シート工を使用
材料費は、2017年７月の市場単価および設計価格を使用

ポリエステル繊維
補強不織布

登録No.：KK-190004-A
技術名称：遮水シート一体化型ブロックマット

NETIS登録技術
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＜ゴビマット™遮水の活用効果＞

ゴビマット™遮水型

土木・防水補強部 土木資材グループ・インフラ資材グループ

従来技術

ゴビマット™遮水
型 法面整形 ブロックマット工事

※ブロックマットに遮水機能を付与することにより、遮水シート工事の工程が不要となるため、大幅な工期短縮が可能です。

＜施工歩掛＞

※平成28年度から国土交通省土木工事積算基準での積算が可能になりました。

法面整形 遮水シート工事 ブロックマット工事

※令和２年度国土交通省土木工事積算基準に準拠
※次の場合は、施工歩掛の作業効率は低下します。
①超軟弱地盤、急勾配、曲線部、隅角部での施工や現場切断が多い場合。
②水中施工の場合。

遮水シート工事が不要
２割勾配以上、アンカーピン不要

三菱ケミカルインフラテック株式会社

本カタログに記載する製品の性能数値等は、測定例であり保
証値ではありません。また、記載使用条件を外れて使用され物
的・人的損害が発生しても、当社はその責任を負いかねます。
ご不明な点についてはお気軽にお問い合わせください。

●本カタログ記載の内容については、予告なく変更する場合があります。
●ゴビマットは三菱ケミカルインフラテックの登録商標です。
●色調については、印刷の特性上現物と異なる場合があります。
●本カタログから無断転載を禁じます。

資料請求ＮＯ．PA2108
文書ＮＯ．A21081M11401

2020年11月１日発行（MCIT)

本 社 〒103-0021
東京都中央区日本橋本石町一丁目２番２号 三菱ケミカル日本橋ビル
TEL.03-3279-3073（直通） FAX.03-3279-6725

北海道支店 〒060-0807
北海道札幌市北区北七条西四丁目３番１号 新北海道ビル
TEL.011-746-6195（直通） FAX.011-746-7427

東 北 支 店 〒980-0014
宮城県仙台市青葉区本町一丁目２番２０号 ＫＤＸ仙台ビル
TEL.022-261-2315（直通） FAX.022-224-0601

関 西 支 店 〒541-0044
大阪府大阪市中央区伏見町四丁目１番１号明治安田生命大阪御堂筋ビル
TEL.06-6204-8472（直通） FAX.06-6204-8685

九州エリア担当者 岡田

三菱ケミカルインフラテックのホームページ
http://www.mp-infratec.co.jp/

　法面勾配 １：2.0 施工区間：直線部

　標準作業能力 １日当り：286m2

　製品サイズ 標準サイズ：1.6m×6.0m
名　称 単　位 数　量 単　価 金　額 備　考

ゴビマット m2 286
アンカーピン 本 0
雑材料 式 1
敷設重機 日 1

一般土木世話役 人 1
普通作業員 人 5
クランプ損料 日 1
諸雑費 式 1

合　計

前提条件

材料費

工事費

（製品長さ：5.5mを超え6.5m以下）
（法面勾配：１：2.0以上０本/m2

）

クレーン（オペレータ付）15~25ｔ
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